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におけ いて

ここ数年菜、学校教育における

になってきた O そして、新任教員に対する

を設けて藷極的に取り組んでいる O

ここでは私なり ι高等学校の地学教育ιおける視聴覚機器、特にオーバーヘッドプロジェクター (0

H P )の活用について、実際に私が授業で使用しているす Pシートを紹介しながら述べてみたいと思う O

OHPを衛期しての持業には特に次の 3つの事項が強調されると思う O

1. 印象付け

森田明宏本

になり、より効果的な授業が展開されるよう

の使用の仕方などについて特別に

2. 留で表わすことによっての平易化

3. 牛徒を言討に向かわせる

1.印 象付け

印象付けについては、市販の TPシートなどに見られる

正確な閣と色彩を多く使った点を活用することにより

に印象付ける O 自作の TPシートでは、色マジックインキ

を効果的に使うことO さらに、より強く印象を与えるため

に偏光シートの活用がある O 間 Iは偏光シートを箆いマン

トノレ対流を平易化(よそデノレ化)したものであり、イ扇う'f:シー

トを動かすことにより牛徒に驚きを与えも安際にマントノレ

がどういった動きをするのか感覚的に理解させることをね

らいにおいたものである O

2. 閣で表わすことによっての平易化

これはそデノレ住ということでもある O 図宜、関班、函N

はそれぞれ日本列島下におけるマントルの沈み込み(偏光

シート使用)、日本列島における深発地震の震源の分布

(断面図)、 B本列島における火山の分布とマグマの発生

の深さを示す断面園(偏光シート使用)である O これら 8

枚の TPシートを重ね合わせることによって、マントノレ対

流と深発地震の震源の分布、火山の分布との相互関係を一

目で明らかにすることができ、容易に理解し得ることをね

らったものである O 教科書の説明や、いくらことばで説明

しでもなかなか理解し得ないもの、ましてや実際に見る

のできない現象を簡単なモデルにして克せることで容易に

理解させることができるのではないだろうか。なお、これ
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らの TPシートを使用した授業の (フローチャート)

1 ~こ O 

3. 牛待を前に向かせる

このことは本来どんな形態の であろうともあたりま

えのことであるが、とかく生徒は下を向きがちになる O 教

っている国 を使い考える を見な

がらだと、生徒は下を向いたままの状態となるので、我々

教師にとって生徒 えなくなる。そのため、

一人一人が真剣になって与えられた について取

り組んでいるかどうかわからないときが多々ある O そこで

に載っている閣と同じものを OHPでスクリーンに

ことによってこの しようとし1

うものである O もちろん、 の図 だけでは の

きたす事によって補うことができるわけである O

り とi司 の TPオザジナノレシー

ト されているしも自作しても良いと思う O このこと

は腕学教育についてのみでなく他の教科についても、もち

ろん共通していえることである O

以上 3つの点について私なりに OHP利用についての

利点を述べてきたわけであるが、 OHPを使用するにあた

っての べき点がないわけではなし'0それ の

関が速くなるということ、 ることが少なくなりがち

になり、 ノートをとらなくなってしまうのでは

なし1かということである o 0 H Pはあくまでも補助機器で

ありそれ以上にはなり得ないということを常に念頭におい

ておかねばならないということである O

その他、使用にあたっての細かな は今後の授

を通して で行きたいと思っている O

までに偏光シ一人

)を示す。

偏光シート(150 x 120慨も

手動式回転偏光盤(サイズ・

3伊.3牧 セ ッ ト )

14開)

宮地学 I

1" 300号

室 1800丹

以上、私なりに地学教育における OHPの利用について、私の授業を中心に述べさせていただいたわ

けであるが、 からの御批判、御指導がいただけれ いに存じます。
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